
酪農学園大学における 
産業動物臨床実習の概要 

（＋参加型実習に向けて） 



産業動物臨床実習（4年前期～5年前期） 
2班編成・1班70名・隔週・実習畜10頭 

実習（単位数） 実施年次  担当教室（教員2名） 

生産動物内科学実習A（１） 4年前  生産動物内科学Ⅰ 

生産動物内科学実習B（１）  4年前  生産動物内科学Ⅱ 

生産動物外科学実習（１）  4年後  生産動物外科学 

動物生殖学実習（１）  4年前  動物生殖学 

予防衛生実習D（１）  5年前  ハードヘルス学 

 実習30時間×5 = 150時間 
講義（必修）30時間×5 = 150時間 
講義（選択）15時間×4 = 60時間 



カフェテリア方式 
（集団見学型）の実習 



BSE前 

見学型実習の補完 





教室活動（参加型実習）→アドバンス 
（入院動物の診療：毎日AM 7:00～） 



アドバ 
ンス 

臨床現
場基礎
力 

参加型
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普遍的
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参加型実習以前の問題 
教員ー学生ストレス 

生命観・医療観 

責任感，意欲
的・献身的姿勢 

基礎的 
総合力 



臨床現場基礎力 

☆現場で畜主や担当獣医師と上手に関係構築
を行い、知識や技術が未熟であったとしても、
助言や手助けを受けながら、現場で獣医療
を誠実に実践できる能力 

 

☆たとえ新人であってもできなければならない
もの 



臨床現場基礎力欠如の問題構造 
（池田耕二2011） 

知識と活用
の能力不足 

視野・思考能
力の低下 

態度・言葉への
認識能力低下 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
能力の未熟 

直感的把握
力の低下 

実習 
学生 

3) 直感が必要な技術の未熟 
4) 何してよいかわからない 
5) 雰囲気を読み取れない 
6)  相手を感じる力の弱さ 

7) 未熟なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
8) 自力修正できない 
9) わかりません思考停止 

1) 貧弱な知識活用 
2) 経験汎化できない 

13) 狭い視野・考察 
14) 注意力・集中力偏り 

10) 過剰な失敗恐怖 
11) 過度な思い込み 
12) 言葉の食い違い 



参加型実習の問題 

状況・目的 
活用法・ 
効果・限界 

臨床現場 
基礎力 

問題解決 
研究視点 

方便（手段） 
臨床実習 

法研究 

大学教員ー現場獣医師ー学生 


